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像をみながら，人間の手を凌駕する
関節運動（７方向360度）を有し，手
の震えを吸収する機能をもち，非常
に強い把持力を発揮できる鉗子を使
った高度な外科手技が可能である．
さらに術者とアームの動きの比率を
調整する機能を有しているためにそ
の動きは非常に自然なもので，操作
する術者における習熟期間はきわめ
て短く，そのため術者間の成績を均
一化することが可能になると期待さ
れている．
　岡山大学泌尿器科では2010年12月
時点で４例にRALPを施行してお
り，当初の期待通りに出血量の減少，
術後回復期間の短縮等の成果が合併
症なく得られている．一方，システ
ム習熟期に伴う総手術時間の延長，
手術用ロボットシステム全般の課題
である触覚の欠如，骨盤内手術施行
時の高度頭低位による合併症発現の
可能性，さらには高額の診療経費と
先進医療の適応，医療保険への適応
など解決すべき課題点も明らかにな
ってきた．
　しかしながら，これらの課題点は
根源的なものではなく改良されてい
く途上であり，ロボット支援手術を
導入することによる以下の利点を考
えるとさらに普及することがあきら
かである．すなわち，一般臨床面で
の，社会的な要求である，①安全性・
確実性・低侵襲性を備えた世界標準
の医療を提供できる，②従来腹腔鏡
下に行っていた手術への手術用ロボ
ット応用による，更なる治療成績の
向上が期待できるなどだけではな
く，副次的には教育研修面で③次世
代若手医師の外科系離れから，外科
医療への回帰をもたらす契機となり
うること，④外科系各科の協調体制
が整備されることが期待され，⑤機
器の構造上，熟練した術者からマン
ツーマンで指導を受けることがで
き，患者の安全性が担保されつつ，
急峻な技術の向上が期待でき，⑥三
次元かつ鮮明な画像を共有すること
から，合理的な教育を行いやすく，
従来からの経験的な教育からの脱却
が可能になる，⑦鮮明な三次元画像
を共有することから，外科系各科の
技術交流が容易になること，さらに
将来的には未だ皆無である手術用ロ
ボットの本邦でのデータ蓄積および
解析や手術用ロボットの特徴を生か
した新しい手術手技の開発など波及
効果は極めて大きいといえるだろう．
　今後，本邦での導入施設の増加が
期待され，わが国も本格的なロボッ
ト手術時代の到来を迎えることとな
る．
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